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掲示写 （明治４年(1871)８月 12日） 重川家文書（8826-381-7）

８月 13 日には、兵による鎮圧が開始された。初めは空砲で威嚇が行われたが、民衆らも

竹槍で抵抗したため実弾が使用され、26 人の死傷者が出ている（『芸藩志』）。この文書は兵

による掃討が一段落したあとで広島城外に掲示されたものの写しである。やむなく兵隊で

鎮圧したが、「良民」に立ちかえればお構いなしと述べている。
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